平成　　年（　）第　　　号
弁　論　要　旨

平成２１年３月２０日

名古屋地方裁判所刑事第　部　御中

被　告　人　　田　　所　　聡

　上記被告人に対する現住建造物等放火被告事件について、弁論の要旨を下記のとおり提出する。

弁　護　人　　○　　○　　○　　○

記
第１　はじめに

　　　本件について、被告人は無罪である。

　　　被告人は、平成２１年２月２０日午前４時８分に、本件マンション「めらぞうま南山」内に設置されているエレベーターに放火したとして逮捕され、犯行を全面的に否認し続けるも、そのまま同年３月２日に起訴されるに至った。

　　　上記のとおり被告人は、身柄を拘束されるという精神的にも肉体的にもつらい状況でなお一貫して無罪を主張し続けており、この点から、被告人の言葉に嘘はなくその主張は十分信用できるものであると、弁護人は判断した。また検察官の提示する証拠は被告人と本件放火を直接結びつけるものではなく、このような点からも弁護人は被告人の無罪を確信し、主張するものである。
　　　弁護人の主張に関しては、以下に詳述する。

第２　検察官の主張する本件事件の経過および証拠物について

（１）被告人の指紋つきジッポーライターについて

これに関し、弁護人の主張する事実は次のとおりである。

　　　　被告人は喫煙のため、普段から検察官提示のジッポーライターを使用しており、指紋はこのときに付着したものである。しかし被告人は、本件放火発生の数日前にライターを紛失してしまい、探したものの発見には至らなかった。これらのことは、被告人質問からもわかるとおりである。ライターが本件放火現場で見つかった点については、第三者が被告人紛失のライターを発見し、本件放火の際に使用したと考えられる。

　　　　以上から、被告人の指紋が付着したライターが、仮に本件放火に用いられたものであっても、この点を理由に被告人が放火を行ったとは言えず、検察官主張の事実は存在しない。
（２）服と帽子について

　　　　検察官は、犯行時刻に現場で目撃された、本件放火の犯人と思われる人物に関して、その人物が着用していたものと同じ服が、被告人宅から発見されたことを理由に、被告人が本件放火を行った旨主張する。しかし、押収された服及び帽子はともに大量生産品で、不特定多数の者が容易に入手可能なものであるからして、仮に本件放火犯が似た服及び帽子を着用していたとしても、この点より被告人と放火犯が同一人物であると断定することはできない。

（３）余目田証人の目撃証言について

　　　　証人尋問および反対尋問において、余目田氏は犯行時刻付近に本件マンションで被告人の顔を見たと証言しているが、同時に、顔を見たのは転倒した際の二、三秒であるとも述べている。更に、目撃人物は帽子を被っており、余目田氏はその帽子の下から顔を見ただけであった。この点について、転倒し気が動転していただろうときに、全くの未知の人物の顔を、それもたった二、三秒見ただけで、細部まで記憶し、その顔が被告人と同じであると断言することは、一般的に言って不可能である。よって余目田氏の証言は、被告人が本件放火を行ったことの証拠としてはいささか信憑性に欠けるものである。
（４）本件当日の被告人の行動
　　　検察官は本件当日の被告人の行動について、午前４時前に「めらぞうま南山」内へ侵入し、次いで午前４時８分に本件エレベーターに放火した旨の主張をするが、弁護人は、これを全面的に否認する。弁護人の主張する事実は以下のとおりである。

派遣切りによって職を失った被告人田所氏は、その後職も見つからず、日夜賭博に明け暮れていた。本件当日、被告人はいつもどおり午前２時ごろに賭博目的で街へと繰り出したものの、途中で手持ちの金銭がないことに気づいた。しかし被告人はそのまま家に帰ることはせずに、どこへ行くともなく街を彷徨ったのち、午前4時少し前に帰宅した。その後被告人は、自宅でテレビを見ながら酒を飲み、明け方ごろに就寝したものである。これらの事実は、音鳴証人の、午前４時頃に扉の閉まる音や物音を聞いたという証言とも一致し、真実であることは明らかである。

以上の点から、検察官のいうような上記事実は存在しない。
第３　結論

　　　検察官は、カメラ映像内の放火犯と証人余目田氏および世古氏が目撃した人物が同一人物であること、更に、目撃された人物と被告人が顔・服装などから同一人物である可能性が高いことの二点を理由に、被告人が本件放火犯である旨を主張する。しかし、二点目の、目撃された人物と被告人が同一人物であることの立証は、先に述べた（１）～（３）より十分とは言えず、また（４）で述べたとおり被告人の本件当日の行動が検察官の主張とは異なるものであることは明らかである。
　　　以上より、被告人は本件放火の犯人などではなく、無罪であることは明白である。

　　　裁判所におかれては、事案の真相を見誤ることなく、公正明大な判断の下、被告人が完全に無罪であることを明らかにする判決を下すよう求める次第である。
以上
